
世界自閉症啓発デー
ブルーライトの人の輪をつなごう

世界自閉症啓発デー2021徳島実行委員会
オーティの会・かもっこ・徳島県自閉症協会・とくしま発達しあわせネット

主催

問い合わせ先 090-3787-0940（実行委員長 赤壁省吾）

自閉症は、「常に自分の殻に閉じこもっている状態」と考えられたり、「親の育て方が冷たかった
ということが原因ではないか」と思われることがありますが、これは正しくありません。脳の発達の
仕方の違いから「他の人の気持ちや感情を理解すること」「言葉を適切に使うこと」「新しいことを
学習すること」などが苦手であり、一般的な「常識」と思われることをみにつけることも苦手です。
このため、真面目に取り組んでいても、誤解されることがあります。なお、自閉症の人たちは、自分
の感じたまま話したり、行動したりすることがあり、感覚が過敏であったり記憶が抜群な人もいます。
このような、自閉症の人たちの行動や態度の意味を理解していただき愛情をもって支援していただ

くことを願っています。

すマ第17-94号

2021年世界自閉症啓発デーイベント
日時 4月4日(日)13:30～15:00 （Zoomによるオンラインセミナー）

演題 「子どもの心とことばの発達に向けて
～Withコロナ時代に周りの大人にできること～」

講師 中川 信子 氏 （言語聴覚士）
子どもの発達支援を考えるSTの会 代表
サポート狛江 代表
NPO法人 ことのはサポート 副理事長

事前申し込みが必要です。詳しくは裏面をご参照ください。

4月2日～4月8日は発達障害啓発週間です

4月2日は
国連が定めた

世界自閉症啓発デー



日 時 令和3年4月4日 13:30～15:00

方 式 Zoomによるオンライン配信
定 員 95名（先着となります）

参加費 1,500円

演 題 「子どもの心とことばの発達に向けて
～Withコロナ時代に
周りの大人にできること～」

講 師 中川 信子 氏
言語聴覚士
子どもの発達支援を考えるSTの会 代表
サポート狛江 代表
NPO法人 ことのはサポート 副理事長

世界自閉症啓発デー
徳島実行委員会主催

【講師プロフィール】
中川信子（なかがわ・のぶこ） 言語聴覚士。東京大学教育学部教育心
理学科卒業、国立聴力言語障害センター付属聴能言語専門職員養成所
卒業。旭出学院教育研究所、神奈川県総合リハビリテーション病院、調布
市あゆみ学園（現・調布市子ども発達センター）などを経て現在に至る。
狛江市・調布市の相談室などで、健診後のことばの相談にあたるほか、
狛江市では、保健・福祉・教育の各分野の協力のもと、子どもが地域で健
やかに育つ仕組みづくりに取り組んでいる。

【主な著書】
『ことばの遅れのすべてがわかる本』(講談社，2006)
『発達障害の子を育てる親の気持ちと向き合う』(金子書房，2017)
『保育園・幼稚園のちょっと気になる子』(ぶどう社，2020)

お申し込み方法

こちらのQRコードから
申し込みサイトへ

アクセスしてください

申込期限：3月19日

日


